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聚
名
義
抄
の
出
典
研
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の
現
段
階

　

池
田
証
寿

　

　
　一
　緒
言

類
聚
名
義
抄
の
研
究
は
、
近
時
隆
盛
の
感
が
あ
る
。
年
間
数
本
の
論
文
が
確

実
に
公
刊
さ
れ
て
い
る
し
、
訓
点
語
学
会
や
国
語
学
会
で
も
類
聚
名
義
抄
に
関

わ
る
研
究
が
年
に
一
・
二
件
は
発
表
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
主
要
な
諸
本
（
図

書
寮
本
・
観
智
院
本
・
蓮
成
院
本
・
高
山
寺
本
）
に
つ
い
て
複
製
が
出
そ
ろ
っ
た

こ
と
が
関
係
し
よ
う
が
、
か
つ
て
岡
田
希
雄
著
「
類
聚
名
義
抄
の
研
究
」（
一
條

書
房
、
一
九
四
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
た
こ
ろ
に
比
べ
、
格
段
の
進
展
が
見
ら
れ

る
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
一
昨
年
、
望

月
郁
子
著
「
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
」（
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）
が

上
梓
さ
れ
た
。
望
月
の
近
著
は
、
著
者
自
身
の
意
志
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た

類
聚
名
義
抄
に
関
す
る
初
め
て
の
研
究
書
で
あ
る
。
岡
田
希
雄
の
著
書
は
遺
稿

集
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
点
に
類
聚
名
義
抄
の
研
究
の
広
が
り
を
感
じ
る
。

筆
者
は
、
た
ま
た
ま
望
月
の
著
書
に
対
す
る
書
評
を
執
筆
す
る
機
会
を
持
っ

た
が
（
国
語
学
第
一
七
三
集
、
一
九
九
三
年
六
月
）、
そ
の
際
に
類
聚
名
義
抄

の
研
究
史
を
整
理
す
る
必
要
を
痛
感
し
た
。
こ
こ
で
は
、
類
聚
名
義
抄
の
出
典

研
究
に
し
ぼ
っ
て
、
そ
の
研
究
の
現
段
階
を
整
理
し
、
今
後
の
展
望
を
占
っ
て

み
た
い
と
思
う
。
以
下
、
主
要
な
研
究
を
見
て
い
く
が
、
漢
字
音
は
沼
本
克
明

「
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
」（
武
蔵
野
書
院
、
一
九

八
二
年
）
な
ど
で
詳
細
な
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
で
省
き
、
漢
文
注
と
和

訓
の
問
題
を
中
心
と
す
る
。

　
　二
　図
書
寮
本
の
出
典
研
究

出
典
研
究
を
中
心
に
見
て
い
く
理
由
は
、
こ
う
で
あ
る
。
辞
書
は
先
行
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
書
物
を
類
聚
し
、
そ
れ
ら
に
取
捨
選
択
を
加
え
、
時
に
編
者
の
見

解
を
織
り
混
ぜ
て
成
り
立
つ
。
し
た
が
っ
て
先
行
資
料
と
当
該
の
辞
書
と
の
差

と
見
極
め
る
こ
と
で
、
そ
の
辞
書
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
る
。
辞
書
を
言
語
資

料
と
し
て
用
い
る
場
合
に
も
、
先
行
資
料
を
そ
の
ま
ま
引
用
転
載
し
て
い
る
の

か
、
そ
の
当
時
の
語
形
に
変
改
を
加
え
て
い
る
の
か
、
重
要
な
問
題
と
な
る
の

で
あ
る
。
図
書
寮
本
は
出
典
明
示
の
漢
字
字
書
で
あ
り
、
可
能
な
限
り
そ
の
出

典
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
、
各
氏
の
研
究
を
紹
介
す
る
が
、
そ

の
特
徴
を
、
筆
者
の
理
解
に
し
た
が
っ
て
括
弧
の
中
に
要
約
し
た
。

（
１
）
橋
本
不
美
男
の
研
究
（
原
本
類
聚
名
義
抄
論
）

•
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
解
説
」（「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」
宮
内
庁
書

陵
部
、
一
九
五
〇
年
）

•

図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
索
引
」（
書
陵
部
紀
要
一
号
、
一
九
五
一
年
）

図
書
寮
本
の
研
究
の
原
点
。「
こ
の
図
書
寮
本
は
未
精
撰
本
に
属
す
る
一
転

写
本
で
あ
り
、
緇
衣
階
級
を
対
象
と
し
て
、
漢
字
よ
り
も
漢
語
（
語
彙
）
を
主

と
し
た
―
こ
れ
は
或
は
未
精
撰
、
草
稿
本
の
一
過
程
或
る
状
態
を
指
示
す
る
も
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の
か
も
し
れ
な
い
―
字
書
で
あ
り
、
観
智
院
本
等
は
図
書
寮
本
系
が
一
応
の
推

敲
を
了
へ
た
後
、
前
者
の
目
的
と
は
別
に
、
純
粋
な
漢
和
字
書
と
し
て
の
体
裁

に
改
編
し
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
い
ふ
こ
と
に
な
る
」（
解
説
）
と
の
結
論

は
確
固
た
る
も
の
が
あ
る
。
ま
た
書
誌
に
関
し
て
は
解
説
が
唯
一
の
文
献
。
た

だ
出
典
索
引
は
短
時
日
に
作
成
さ
れ
た
た
め
か
、
誤
認
・
遺
漏
が
目
立
つ
の
は

残
念
。

（
２
）
吉
田
金
彦
の
研
究
（
辞
書
音
義
注
疏
類
出
典
論
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
（
上
）」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
輯
、

一
九
五
四
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
（
中
）」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
三
輯
、

一
九
五
四
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
出
典
攷
（
下
一
）」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
五

輯
、
一
九
五
五
年
）

•

「
類
聚
名
義
抄
小
論
」（
国
語
国
文
第
二
四
巻
第
三
号
、
一
九
五
五
年
）

•

「
類
聚
名
義
抄
の
展
開
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
輯
、
一
九
五
六
年
）

当
初
、
図
書
寮
本
の
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
吉
田
の
貴
重
な
論
考
。
何
れ
も
熟

読
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
図
書
寮
本
所
引
の
辞
書
音
義
注
疏
類
の
出
典
の
全
貌

を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
図
書
寮
本
編
纂
の
目
的
を
論
じ
た
点
に
特

徴
が
あ
る
。

（
３
）
築
島
裕
の
研
究
（
和
訓
源
流
論
）

•

「
訓
読
史
上
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」（
国
語
学
第
三
七
輯
、
一
九
五

九
年
）

•

「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
」（「
図
書
寮
本
類
聚
名
義

抄
」
勉
誠
社
、
一
九
七
六
年
）

タ
イ
ト
ル
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
国
語
史
の
資
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
の
重

要
性
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
研
究
で
あ
る
。
訓
点
本
・
古
辞
書
・
訓
注
類
と
の

比
較
か
ら
、
図
書
寮
本
の
和
訓
（
萬
葉
仮
名
・
片
仮
名
）
が
原
典
に
忠
実
な
引

用
で
あ
る
こ
と
を
証
明
。
ま
た
「
諸
書
引
用
の
順
序
に
或
る
程
度
の
法
則
性
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
」（
築
島
一
九
五
九
）
と
い
う
点
は
、
後
に
宮
澤
俊
雅
が

発
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

（
４
）
小
松
英
雄
の
研
究
（
声
点
機
能
論
）

•

「
和
訓
に
施
さ
れ
た
平
声
軽
の
声
点
」（
国
語
学
第
二
九
輯
、
一
九
五
七
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
み
え
る
特
殊
な
注
音
方
式
と
そ
の
性
格
（
上
）」

（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
一
〇
号
、
一
九
五
八
年
）

•

「
語
調
史
料
と
し
て
の
類
聚
名
義
抄
」（
東
京
教
育
大
学
文
学
部
紀
要
〈
国

文
学
漢
文
学
論
叢
〉
第
九
輯
、
一
九
六
四
年
）

•

「
日
本
声
調
史
論
考
」（
風
間
書
房
、
一
九
七
一
年
）

•

「
上
東
型
名
詞
存
否
論
の
帰
結
」（
国
語
学
第
一
〇
九
集
、
一
九
七
七
年
）

仮
名
の
左
下
少
し
上
に
加
点
さ
れ
た
平
声
軽
点
の
発
見
は
あ
ま
り
に
も
有
名
。

こ
れ
に
よ
り
平
安
末
期
の
語
調
体
系
を
書
換
え
た
功
績
は
大
。
ま
た
声
点
は
本

文
の
一
部
で
あ
り
「
師
説
」「
証
拠
」
の
有
無
を
標
示
す
る
と
い
う
、
声
点
の

機
能
に
関
す
る
論
は
、
従
来
看
過
さ
れ
て
い
た
点
を
突
く
重
要
な
指
摘
で
、
後

に
望
月
郁
子
が
観
智
院
本
に
つ
い
て
こ
の
点
を
種
々
検
討
し
て
行
く
こ
と
に
な

る
。
文
献
の
背
後
に
あ
る
加
点
者
や
作
者
の
意
図
を
鋭
く
抉
り
出
す
論
理
の
キ

レ
に
は
定
評
が
あ
る
。「
＜
等
価
の
関
係
に
あ
る
音
注
を
併
記
し
な
い
＞
と
い

う
方
針
が
つ
ら
ぬ
か
れ
て
い
る
」（
小
松
一
九
七
一
）
と
い
う
指
摘
は
、
出
典

論
に
も
密
接
に
関
係
し
て
く
る
。
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（
５
）
宮
澤
俊
雅
の
研
究
（
主
要
八
出
典
採
録
序
列
論
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
見
え
る
篆
隷
万
象
名
義
に
つ
い
て
」（
訓
点

語
と
訓
点
資
料
第
五
二
輯
、
一
九
七
三
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
妙
法
蓮
華
経
釈
文
」（「
松
村
明
教
授
還
暦
記

念
国
語
学
と
国
語
史
」
明
治
書
院
、
一
九
七
七
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
倭
名
類
聚
抄
」（「
松
村
明
教
授
古
稀
記
念
国

語
研
究
論
集
」
明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
篆
隷
万
象
名
義
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第

七
七
輯
、
一
九
八
七
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
法
華
音
訓
」（「
北
大
国
語
学
講
座
二
十
周
年

記
念
論
輯
辞
書
・
音
義
」
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
注
文
の
配
列
に
つ
い
て
」（「
小
林
芳
規
博
士

退
官
記
念
国
語
学
論
集
」
汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）

宮
澤
の
研
究
の
特
徴
の
一
つ
は
徹
底
し
た
全
数
調
査
主
義
。
図
書
寮
本
所
引

の
「
玉
」
が
篆
隷
萬
象
名
義
か
ら
の
孫
引
き
か
も
し
れ
な
い
と
の
指
摘
（
宮
澤

一
九
七
三
）
は
、
言
わ
れ
て
み
れ
ば
な
る
ほ
ど
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
　図

書
寮
本
と
妙
法
蓮
華
経
釈
文
、
倭
名
類
聚
抄
、
篆
隷
万
象
名
義
、
法
華
音
訓
と

の
関
係
を
取
上
げ
た
の
が
私
が
主
要
八
出
典
採
録
序
列
論
と
名
付
け
た
一
連
の

論
考
。
図
書
寮
本
の
主
要
な
八
出
典
（
玄
応
撰
一
切
経
音
義
・
玉
篇
・
篆
隷
万

象
名
義
・
真
興
撰
大
般
若
経
音
訓
・
源
順
撰
倭
名
類
聚
抄
・
東
宮
切
韻
・
中
算

撰
妙
法
蓮
華
経
釈
文
・
慈
恩
撰
書
、
以
上
頻
度
順
）
を
対
象
と
し
て
、
そ
れ
ら

の
内
容
が
図
書
寮
本
に
ど
れ
だ
け
採
録
さ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
各
出
典
に
同
じ

内
容
の
音
注
・
釈
義
が
あ
る
場
合
、
図
書
寮
本
が
そ
れ
を
ど
う
扱
っ
て
い
る
か
、

を
調
査
し
、
一
定
の
順
序
に
従
っ
て
採
録
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
ま
た
は
推
定

し
た
論
で
あ
る
。「
名
義
抄
に
於
け
る
釈
文
引
文
の
取
扱
い
方
か
ら
、
主
要
な

出
典
の
採
録
序
列
は
、
内
典
釈
を
先
に
、
外
典
釈
を
後
に
、
例
え
ば
慈
恩
・
弘

法
・
玄
応
・
中
算
・
真
興
・
東
宮
切
韻
・
倭
名
類
聚
抄
の
よ
う
に
並
べ
ら
れ
る

か
と
思
わ
れ
る
」（
宮
澤
一
九
七
七
）
と
い
う
推
定
を
、
宮
澤
（
一
九
八
六
）
以

下
の
論
考
で
「
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
と
名
義
抄
の
対
照
調
査
を
し
た
上
で
」「
確

定
」（
実
証
）
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
（
中
算
と
玉
篇
・
篆
隷
万
象
名
義
は
宮
澤

（
一
九
七
七
）
で
ほ
ぼ
実
証
済
）。

•

「
法
華
釈
文
並
類
聚
名
義
抄
引
慈
恩
釈
対
照
表
」（「
北
大
国
語
学
講
座
二

十
周
年
記
念
論
輯
辞
書
音
義
」
汲
古
書
院
、
一
九
八
八
年
、
池
田
証
寿
・

小
助
川
貞
次
・
浅
田
雅
志
・
宮
澤
俊
雅
の
共
著
）

こ
の
対
照
表
は
、
採
録
序
列
研
究
の
手
の
内
を
よ
く
見
せ
て
く
れ
る
研
究
で

あ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
研
究
に
参
加
し
た
も
の
の
、
そ
の
方
法
や
意
義
を
あ

る
程
度
理
解
す
る
の
は
、
玄
応
音
義
に
つ
い
て
同
様
の
作
業
を
行
っ
た
段
階
で

あ
っ
た
。

（
６
）
望
月
郁
子
の
研
究
（
慈
恩
玄
応
優
先
論
）

•

「
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
」（
笠
間
書
院
、
一
九
九
二
年
）

「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
や
静
岡
大
学
の
研
究
報
告
に
発
表
し
た
論
考
等
を

土
台
に
一
書
と
し
た
も
の
。
名
義
抄
の
〈
改
編
〉
を
論
じ
た
本
論
第
一
部
の
目

次
を
掲
げ
て
お
く
。

第
一
章
「『
類
聚
名
義
抄
』〈
改
編
〉
の
ね
ら
い—

観
智
院
本
言
部
の
漢
文
注

を
手
が
か
り
に—

」

第
二
章
「
図
書
寮
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
篆
隷
萬
象
名
義
』
の

引
用
の
方
法—
改
編
本
に
お
け
る
そ
れ
と
の
対
比
の
た
め
に—

」

第
三
章
「『
類
聚
名
義
抄
』
の
改
編
事
情
に
つ
い
て
の
一
考
察—

『
類
聚
名

義
抄
』
六
群
成
立
試
論—
」
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第
四
章
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
お
け
る
『
和
名
類
聚
抄
』
の
扱
い
」

第
五
章
「
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
の
和
音
注—

法
華
経
字
彙
と
の
関
連

に
お
け
る—
」

図
書
寮
本
に
関
係
す
る
の
は
第
二
章
。
宮
澤
俊
雅
の
研
究
と
の
違
い
が
問
題

と
な
る
論
考
で
あ
る
。

望
月
は
観
智
院
本
（
改
編
本
）
は
篆
隷
万
象
名
義
を
中
枢
に
据
え
る
こ
と
で

成
立
し
た
と
の
考
え
を
同
書
の
第
一
章
に
示
し
た
が
、
こ
の
第
二
章
で
は
図
書

寮
本
（
原
撰
本
）
で
の
篆
隷
万
象
名
義
の
位
置
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を

追
究
し
て
い
る
。
図
書
寮
本
と
篆
隷
万
象
名
義
と
を
対
比
し
、
篆
隷
万
象
名
義

の
注
文
を
採
録
せ
ず
慈
恩
・
玄
応
の
注
文
を
採
る
項
目
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る

こ
と
か
ら
、
慈
恩
や
玄
応
の
説
は
空
海
の
説
よ
り
も
重
視
尊
重
さ
れ
て
い
る
と

結
論
し
た
。
篆
隷
万
象
名
義
と
倭
名
類
聚
抄
を
図
書
寮
本
の
根
幹
資
料
と
見
る

立
場
は
、
前
述
の
吉
田
金
彦
（
一
九
五
五
）
や
小
松
英
雄
「
類
聚
名
義
抄
を
通

し
て
見
た
和
名
類
聚
抄
の
性
格
」（
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
、
一
九
七
六
年
十
一

月
、
宮
澤
（
一
九
七
七
）
の
注
15
に
よ
る
）
に
示
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
よ
う
な

見
方
に
対
す
る
修
正
意
見
で
あ
る
。
ま
た
宮
澤
（
一
九
七
七
）
で
「
慈
恩
・
弘

法
・
玄
応
…
」
の
順
序
と
し
た
こ
と
に
対
す
る
批
判
で
も
あ
る
。
宮
澤
は
出
典

の
「
序
列
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料
と
名
義
抄
の
対
照
調
査
を
し
た
上
で
な
け
れ

ば
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
」（
宮
澤
一
九
七
七
）
と
明
瞭
に
述
べ
て
お
り
、

慈
恩
・
玄
応
の
説
が
弘
法
大
師
の
説
よ
り
も
重
視
さ
れ
た
こ
と
を
論
証
す
る
た

め
に
は
、
慈
恩
と
玄
応
の
側
か
ら
の
対
照
調
査
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
が
、
こ

の
認
識
に
ズ
レ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
宮
澤
（
一
九
八
七
）
の
注
６
で
は
、
望
月

の
宮
澤
（
一
九
七
七
）
の
理
解
に
対
す
る
不
満
を
洩
し
て
い
る
。
誤
解
を
恐
れ

ず
に
言
え
ば
、
望
月
は
採
録
順
序
の
推
定
と
確
定
（
実
証
）
と
を
同
じ
レ
ベ
ル

で
見
て
い
る
ら
し
い
の
に
対
し
、
宮
澤
は
推
定
と
確
定
と
を
厳
密
に
区
別
す
る

の
で
あ
る
。
論
と
し
て
の
優
劣
は
自
明
と
思
う
が
、
宮
澤
の
論
考
は
簡
潔
で
あ

る
た
め
、
熟
読
せ
ね
ば
充
分
な
理
解
に
達
し
な
い
（
少
な
く
と
も
筆
者
に
と
っ

て
）。
望
月
の
研
究
は
、
そ
の
方
向
性
や
結
論
に
難
が
あ
る
が
、
宮
澤
の
研
究

に
対
す
る
一
つ
の
理
解
の
仕
方
を
示
し
た
も
の
で
、
結
果
的
に
宮
澤
の
先
見
性

が
浮
彫
り
に
さ
れ
た
と
言
え
る
。

（
７
）
山
本
秀
人
の
研
究
（
熟
字
項
出
典
論
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
引
用
の
態
度
に
つ

い
て
」（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
六
輯
、
一
九
八
三
年
、
原
卓
志
と
共
著
）

•

「
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
和
名
類
聚
抄
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
摂
取
法
に

つ
い
て
」（
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
四
七
、
一
九
八
八
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
真
興
大
般
若
経
音
訓
の
引
用
法
に
つ

い
て—

叡
山
文
庫
蔵
息
心
抄
所
引
の
真
興
大
般
若
経
音
訓
と
の
比
較
よ
り—

」

（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
八
五
輯
、
一
九
九
〇
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
標
出
語
の
採
録
法
に
つ
い
て—

注
文

の
出
典
と
の
関
連
を
視
点
に—

」（「
小
林
芳
規
博
士
退
官
記
念
国
語
学
論
集
」

汲
古
書
院
、
一
九
九
二
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
玄
応
一
切
経
音
義
の
標
出
語
の
摂
取

法
に
つ
い
て
」（
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
一
六
輯
、
一
九
九
三
年
）

山
本
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
観
智
院
本
の
出
典
研
究
に
目
覚
し
い
業
績
が
あ

る
が
、
近
時
、
図
書
寮
本
に
つ
い
て
も
続
々
と
論
考
を
発
表
し
て
い
る
。
山
本

（
一
九
九
〇
）
で
は
真
興
音
訓
の
性
格
や
そ
の
図
書
寮
本
に
お
け
る
出
典
と
し
て

の
位
置
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
論
で
既
に
大
般
若
経
六
百
巻
の
本
文
（
大

正
蔵
経
で
三
冊
の
分
量
！
）
と
の
照
合
を
終
え
て
お
り
、
そ
の
作
業
に
立
脚
し

て
図
書
寮
本
の
標
出
語
の
採
録
法
や
玄
応
音
義
の
標
出
語
の
摂
取
法
を
論
じ
て

い
る
。
熟
字
の
標
出
語
を
検
討
対
象
と
し
て
、
注
文
に
見
ら
れ
た
採
録
の
序
列

は
標
出
語
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
（
山
本
一
九
九
二
）、
玄
応
音
義
か
ら
の
標
出
語

に
は
瑜
伽
師
地
論
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
（
山
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本
一
九
九
三
）
を
述
べ
る
。
各
出
典
（
慈
恩
・
玄
応
・
中
算
・
真
興
）
お
よ
び

経
本
文
（
大
般
若
経
・
法
華
経
・
成
唯
識
論
・
瑜
伽
師
地
論
）
を
対
比
す
る
方

法
は
次
に
述
べ
る
宮
澤
の
「
仮
説
」
に
立
つ
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

（
８
）
池
田
証
寿
の
研
究
（
内
典
先
行
辞
書
後
補
論
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
玄
応
音
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（
国
語
国

文
研
究
第
八
八
号
、
一
九
九
一
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
所
引
玄
応
音
義
対
照
表
（
上
）」（
信
州
大
学
人

文
学
部
人
文
科
学
論
集
第
二
五
号
、
一
九
九
一
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
所
引
玄
応
音
義
対
照
表
（
下
）」（
信
州
大
学
人

文
学
部
人
文
科
学
論
集
第
二
六
号
、
一
九
九
二
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
干
禄
字
書
」（
国
語
学
第
一
六
八
集
、
一
九

九
二
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
篆
隷
万
象
名
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
」（
信

州
大
学
人
文
学
部
人
文
科
学
論
集
第
二
七
号
、
一
九
九
三
年
）

•

「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
単
字
字
書
的
性
格
」（
国
語
国
文
研
究
第
九

四
号
、
一
九
九
三
年
）

筆
者
は
宮
澤
の
方
法
を
玄
応
音
義
に
つ
い
て
適
用
し
て
み
た
が
、
明
瞭
な
結

論
が
出
な
か
っ
た
。
玄
応
が
弘
法
よ
り
優
先
さ
れ
て
い
れ
ば
、
玄
応
と
同
じ
内

容
の
弘
法
の
注
文
は
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
異
例
が
多

い
。
逆
に
、
弘
法
が
玄
応
よ
り
優
先
さ
れ
て
い
れ
ば
、
弘
法
と
同
じ
内
容
の
玄

応
の
注
文
は
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
な
い
は
ず
で
あ
る
の
に
、
こ
れ
ま
た
異
例

が
少
な
く
な
い
。
そ
こ
で
、
図
書
寮
本
撰
者
が
玄
応
音
義
と
篆
隷
万
象
名
義
を

参
照
し
た
こ
と
が
確
実
な
例
と
そ
う
で
な
い
例
と
に
分
け
て
分
析
し
た
。

１
　玄
応
音
義
と
篆
隷
万
象
名
義
を
引
く
項
目

２
　玄
応
音
義
を
引
か
ず
篆
隷
万
象
名
義
を
引
く
項
目

３

　篆
隷
万
象
名
義
を
引
か
ず
玄
応
音
義
を
引
く
項
目

１
を
見
る
と
明
ら
か
に
篆
隷
万
象
名
義
は
玄
応
音
義
よ
り
も
優
先
し
て
採
録

さ
れ
て
い
る
。
２
は
玄
応
音
義
の
注
文
が
篆
隷
万
象
名
義
の
注
文
に
す
べ
て
含

ま
れ
て
い
る
た
め
玄
応
音
義
が
全
く
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
例
で
あ
ろ
う
。
３
は

玄
応
音
義
の
掲
出
項
と
注
文
を
採
録
し
た
も
の
の
、
篆
隷
万
象
名
義
に
よ
る
増

補
を
し
な
か
っ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
掲
出
項
の
優
先
順
位
は
、
玄

応
―
弘
法
だ
が
、
注
文
の
優
先
順
位
は
、
弘
法
―
玄
応
と
見
た
の
で
あ
る
。
　

宮
澤
の
研
究
方
法
は
、
図
書
寮
本
撰
者
が
各
出
典
を
同
時
に
参
照
し
て
行
っ
た

こ
と
を
仮
説
と
し
て
立
て
、
そ
の
上
で
採
録
の
序
列
を
確
定
し
て
行
っ
た
の
で

あ
る
。
拙
論
は
こ
の
仮
説
が
成
り
立
た
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
も

の
と
し
て
受
取
っ
て
も
ら
っ
て
よ
い
。
図
書
寮
本
の
実
際
の
編
纂
作
業
は
、
作

業
の
効
率
か
ら
考
え
て
、
各
出
典
を
あ
る
一
定
の
順
序
に
従
っ
て
見
て
行
く
こ

と
で
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
図
書
寮
本
撰
者
が
各
出
典
を
参

照
し
尽
く
し
て
い
れ
ば
、
宮
澤
の
仮
説
で
き
っ
ち
り
と
し
た
結
論
が
出
る
は
ず

な
の
で
あ
る
。
図
書
寮
本
に
は
仏
典
の
音
義
を
単
に
集
成
し
た
よ
う
な
部
分
と

字
書
と
し
て
の
体
裁
を
整
え
よ
う
と
し
た
部
分
と
が
混
在
し
て
い
る
。
こ
の
音

義
と
字
書
の
間
の
揺
れ
の
よ
う
な
性
格
は
、
図
書
寮
本
の
草
稿
本
的
、
未
精
撰

本
的
性
格
を
端
的
に
示
す
。
と
同
時
に
、
広
益
本
（
改
編
本
）
を
産
み
出
す
芽
が

既
に
図
書
寮
本
に
ち
ら
り
と
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
図
書
寮
本
の
編

纂
作
業
の
時
間
的
な
順
序
を
明
ら
か
に
す
る
の
は
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
が
、

そ
う
し
た
視
点
が
必
要
な
段
階
に
来
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。

以
上
の
外
に
も
紹
介
す
べ
き
研
究
は
多
い
が
割
愛
す
る
。

な
お
、
筆
者
が
「
図
書
寮
本
類
聚
名
義
抄
と
篆
隷
万
象
名
義
の
関
係
に
つ
い

て
」
の
元
に
な
る
口
頭
発
表
を
行
っ
た
時
、
豊
島
正
之
か
ら
篆
隷
万
象
名
義
は

索
引
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
た
の
で
は
な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
た
が
、
こ
の

よ
う
な
見
方
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
篆
隷
万
象
名
義
索
引
論
で
あ
る
。
筆
者
は
篆
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隷
万
象
名
義
の
字
順
に
従
う
「
玉
篇
字
順
群
」
と
「
類
似
字
形
群
」
と
の
関
係

を
ど
う
考
え
る
べ
き
か
、
明
確
な
考
え
を
つ
か
め
ず
に
い
た
の
で
あ
る
が
、「
図

書
寮
本
類
聚
名
義
抄
の
単
字
字
書
的
性
格
」
で
、
玉
篇
字
順
群
か
ら
類
似
字
形

群
へ
と
い
う
考
え
を
纏
め
て
み
た
。

　
　三
　観
智
院
本
の
出
典
研
究

広
益
本
な
い
し
改
編
本
と
呼
ば
れ
る
類
聚
名
義
抄
に
は
、
観
智
院
本
の
外
に
、

蓮
成
院
本
・
高
山
寺
本
・
西
念
寺
本
が
あ
る
が
、
唯
一
の
完
本
で
あ
る
観
智
院

本
を
も
っ
て
代
表
さ
せ
る
こ
と
に
す
る
。

筆
者
は
、
観
智
院
本
に
つ
い
て
一
編
の
論
文
も
発
表
し
た
こ
と
が
な
く
、
気

後
れ
を
感
ず
る
が
、
望
月
著
「
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
」
の
書
評
で
若

干
気
付
い
た
こ
と
も
あ
り
、
図
書
寮
本
と
関
連
す
る
点
に
留
意
し
て
、
以
下
卑

見
を
略
述
し
よ
う
。

（
１
）
岡
田
希
雄
の
研
究
（
類
聚
名
義
抄
撰
者
論
）

岡
田
の
「
類
聚
名
義
抄
の
研
究
」（
一
條
書
房
、
一
九
四
四
年
）
の
業
績
は
、

歴
史
的
な
も
の
に
な
っ
た
感
も
あ
る
が
、
学
ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
こ
の
書
で
は

類
聚
名
義
抄
と
和
名
類
聚
抄
と
の
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
撰
者
が
真

言
宗
関
係
の
僧
侶
で
あ
る
こ
と
を
推
定
し
た
。
諸
本
の
系
統
論
に
は
、
諸
本
を

充
分
に
参
照
で
き
な
か
っ
た
だ
け
に
問
題
を
残
す
。
と
も
あ
れ
、
和
名
抄
と
の

関
係
や
撰
者
に
つ
い
て
は
、
現
在
で
は
ほ
ぼ
常
識
と
な
っ
た
説
で
あ
る
が
、
そ

れ
ま
で
は
類
聚
名
義
抄
の
撰
者
は
菅
原
是
善
（
元
慶
四
年880

没
）
と
す
る
の

が
通
説
で
あ
っ
た
（
筆
者
の
勤
務
先
で
は
類
聚
名
義
抄
を
校
費
購
入
す
る
と
今

で
も
著
者
菅
原
是
善
と
し
た
図
書
カ
ー
ド
を
平
然
と
作
成
し
て
く
る
）。
岡
田

の
論
述
は
時
に
煩
瑣
で
あ
る
が
、
誤
っ
た
説
を
覆
す
に
は
徹
底
的
な
批
判
が
要

求
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

（
２
）
築
島
裕
の
研
究
（
和
訓
源
流
論
）

•

「
類
聚
名
義
抄
の
倭
訓
の
源
流
に
つ
い
て
」（
国
語
と
国
文
学
第
二
七
巻

第
七
号
、
一
九
五
〇
年
）

築
島
に
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
の
研
究
で
大
き
な
業
績
が
あ
る
の
は
周
知

の
と
こ
ろ
。
類
聚
名
義
抄
の
和
訓
に
訓
点
本
傍
訓
か
ら
採
録
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
こ
と
、
そ
の
具
体
的
な
源
泉
と
し
て
は
、
遊
仙
窟
・
文
選
・
白
氏
文
集
・
日

本
書
紀
・
祝
詞
な
ど
が
あ
る
こ
と
を
実
際
の
訓
点
本
と
の
比
較
か
ら
実
証
。
図

書
寮
本
が
公
刊
さ
れ
る
以
前
の
研
究
だ
が
、
そ
の
論
証
の
方
法
の
有
効
性
は
図

書
寮
本
公
刊
後
も
変
ら
ず
、
よ
り
強
ま
っ
た
と
も
言
え
る
。
文
選
に
つ
い
て
は

山
本
秀
人
が
周
到
な
出
典
論
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
３
）
吉
田
金
彦
の
研
究
（
類
聚
名
義
抄
参
照
文
献
論
）

•

「
類
聚
名
義
抄
の
参
照
文
献
」（
芸
林
第
九
巻
第
三
号
、
一
九
五
八
年
）

「
観
本
初
稿
本
編
者
の
手
に
よ
つ
て
、
漢
文
註
（
図
書
寮
本
の
漢
文
注
の
意
。

池
田
注
）
を
、
和
訓
に
翻
訳
し
た
と
思
は
れ
る
語
彙
が
、
相
当
夥
し
く
指
摘
で

き
る
」
と
す
る
。
望
月
著
「
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
」
第
一
部
第
一
章

で
は
漢
文
注
の
和
訓
化
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
吉
田
の
論
に
触
れ
て
い
な
い
。

当
然
参
照
さ
れ
る
べ
き
あ
る
。
望
月
の
著
書
に
は
こ
の
手
の
見
落
し
が
時
々
あ

り
、
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
に
関
わ
る
場
合
、
問
題
と
な
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
吉
田
は
類
聚
名
義
抄
の
参
照
文
献
と
し
て
、
新

撰
字
鏡
、
広
韻
、
龍
龕
手
鑑
の
如
き
字
書
を
挙
げ
る
。
新
撰
字
鏡
は
既
に
佐
藤

喜
代
治
「
新
撰
字
鏡
の
本
文
に
つ
い
て
」（
東
北
大
学
文
学
部
研
究
年
報
第
一
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号
、
一
九
五
一
年
三
月
）
に
指
摘
済
み
で
あ
る
が
、
広
韻
や
龍
龕
手
鑑
の
如
き

字
書
の
指
摘
は
重
要
。
広
韻
は
宋
版
で
あ
ろ
う
し
、
龍
龕
手
鑑
の
如
き
字
書
は

遼
版
な
の
か
、
宋
版
な
の
か
、
ま
た
は
高
麗
版
な
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
版
本
の
字
書
を
参
照
し
て
い
る
点
は
確
か
と
い
え
よ
う
か
。
字
書

史
を
写
本
の
形
態
の
字
書
の
み
で
考
え
る
の
は
お
そ
ら
く
不
充
分
で
、
版
本
の

形
態
の
字
書
の
影
響
如
何
と
い
う
こ
と
も
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の

際
、
吉
田
の
先
見
性
は
評
価
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。

ち
な
み
に
西
原
一
幸
に
「
改
編
本
系
『
類
聚
名
義
抄
』・『
龍
龕
手
鑑
』
に
み

え
る
「
或
」
お
よ
び
「
或
作
」
の
字
体
注
記
に
つ
い
て
」（「
日
本
語
論
究
２
　

古
典
日
本
語
と
辞
書
」
和
泉
書
院
、
一
九
九
二
年
）
と
い
う
類
聚
名
義
抄
と
龍

龕
手
鑑
に
触
れ
る
論
が
あ
る
が
、
吉
田
の
考
説
は
参
看
さ
れ
て
い
な
い
。
西
原

は
「
字
様
」
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究
を
進
め
て
お
り
、
論
の
内
容
に
は
教
え

ら
れ
る
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
吉
田
の
考
説
に
対
し
て
何
か
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

既
に
挙
げ
た
論
文
だ
が
、

•

「
類
聚
名
義
抄
の
展
開
」（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
六
輯
、
一
九
五
六
年
）

の
中
で
吉
田
が
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
点
は
注
意
し
た
い
。

即
ち
、
図
書
寮
本
は
観
智
院
本
に
と
つ
て
祖
本
で
は
あ
る
が
必
ず
し

も
藍
本
で
は
な
く
、
高
山
寺
本
―
観
智
院
本
―
西
念
寺
本
、
蓮
成
院

本
の
種
類
と
は
ま
た
自
ら
異
な
つ
て
い
る
こ
と
論
を
俟
た
な
い
。
岡

田
氏
の
紹
介
さ
れ
た
霊
鷲
院
六
帖
字
書
と
、
図
書
寮
本
と
の
前
後
関

係
も
今
の
ま
ま
ま
で
は
何
と
も
致
し
方
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
私
見

で
は
、
図
書
寮
本
と
観
智
院
本
と
の
間
に
（
慈
念
本
や
顕
慶
本
以

外
に
し
て
）
少
く
と
も
二
本
程
度
の
存
在
が
必
要
で
あ
る
か
、
或
い

は
観
智
院
初
撰
本
は
図
書
寮
本
別
本
に
つ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

同
様
の
見
解
は
貞
苅
伊
徳
「
日
本
の
字
典
そ
の
一
」（「
漢
字
講
座
２
―
漢
字

研
究
の
歩
み
」
明
治
書
院
、
一
九
八
九
年
）
も
「
所
拠
本
は
現
存
の
図
書
寮
残

本
と
は
少
し
く
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

し
か
る
に
、
望
月
著
「
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
」
で
は

•

〈
慈
念
の
写
し
た
も
と
の
本
（
直
接
の
被
写
本
）、
即
ち
慈
念
の
い
う
「
作

者
自
筆
草
本
」
を
観
智
院
系
原
本
」、
現
存
図
書
寮
本
を
図
書
寮
系
原
本

と
す
る
〉

•

〈
観
智
院
系
原
本
編
纂
の
作
業
は
、
図
書
寮
本
を
直
接
の
下
敷
き
と
し
て

行
わ
れ
た
〉

と
い
う
作
業
仮
説
を
設
定
し
（
同
書
一
四
八
頁
）、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
類
聚
名

義
抄
の
〈
改
編
〉
を
論
じ
る
の
で
あ
る
。
作
業
仮
説
を
設
定
す
る
の
は
無
論
方

法
と
し
て
正
し
い
。
し
か
し
、
そ
の
作
業
仮
説
の
検
算
を
行
わ
な
い
の
は
、
如

何
が
で
あ
ろ
う
か
。
吉
田
や
貞
苅
は
、
観
智
院
本
の
所
拠
本
が
図
書
寮
本
と
少

し
く
異
な
る
と
し
て
、
ど
の
程
度
異
な
る
の
か
、
そ
れ
を
解
明
す
る
の
が
一
つ

の
課
題
だ
と
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
４
）
酒
井
憲
二
の
研
究
（
類
似
字
形
配
列
論
）

•
「
類
聚
名
義
抄
の
字
順
と
部
首
排
列
」（「
本
邦
辞
書
史
論
叢
」
三
省
堂
、

一
九
六
七
年
）

観
智
院
本
と
玉
篇
と
が
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
は
、
観
智
院
本
の
篇
目
に

添
え
ら
れ
た
凡
例
の
「
立
篇
者
源
依
玉
篇
。
於
次
第
取
相
似
者
置
隣
也
。」
と

い
う
一
節
か
ら
知
ら
れ
る
。
こ
の
「
取
相
似
者
置
隣
也
」
の
部
分
に
一
説
を
提

示
し
た
が
の
酒
井
憲
二
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
取
相
似
者
置
隣
也
」
は
部
首
の

配
列
ば
か
り
で
な
く
部
首
内
の
字
順
に
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た

の
で
あ
る
。

7



（
５
）
貞
苅
伊
徳
の
研
究
（
玉
篇
字
順
群
論
）

•

「
観
智
院
本
類
聚
名
義
抄
の
形
成
に
関
す
る
考
察
そ
の
１
字
順
を
め
ぐ

る
問
題
」（
第
四
八
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
、
一
九
八
三
年
）

•

「
日
本
の
字
典
そ
の
一
」（「
漢
字
講
座
２
―
漢
字
研
究
の
歩
み
」
明
治
書

院
、
一
九
八
九
年
）

貞
苅
は
一
九
八
三
年
の
口
頭
発
表
で
、
観
智
院
本
に
玉
篇
な
い
し
篆
隷
万
象

名
義
と
同
じ
字
順
の
「
玉
篇
字
順
群
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
指
摘
、「
玉
篇
」
と

の
関
係
を
字
順
の
点
か
ら
実
証
し
た
。
各
部
の
前
半
に
類
似
字
形
に
よ
る
配
列

が
見
ら
れ
、
中
央
よ
り
後
に
玉
篇
字
順
群
が
見
出
さ
れ
る
と
す
る
な
ど
、
観
智

院
本
の
形
成
に
関
す
る
重
大
な
提
言
で
あ
っ
た
。
た
だ
慎
重
な
貞
苅
は
こ
れ
を

論
文
と
し
て
公
表
せ
ず
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
考
説
の
一
端
は
一
九
八
九
年
刊
行

の
概
説
的
な
文
章
に
示
さ
れ
る
が
、
そ
こ
で
は
「
一
種
の
玉
篇
」
に
よ
っ
た
と

述
べ
る
の
み
で
あ
る
。
宮
澤
は
一
九
八
三
年
の
発
表
を
「
広
益
玉
篇
と
の
関
り

を
見
事
に
論
証
す
る
」（「
国
語
研
究
資
料
」
国
語
学
第
一
四
五
集
）
と
紹
介
。

口
頭
発
表
時
の
プ
リ
ン
ト
を
見
て
も
、
観
智
院
本
の
依
拠
し
た
玉
篇
が
広
益
本

系
統
の
玉
篇
で
あ
っ
た
こ
と
は
充
分
に
納
得
で
き
る
。

（
６
）
望
月
郁
子
の
研
究
（
篆
隷
万
象
名
義
中
枢
論
）

「
類
聚
名
義
抄
の
文
献
学
的
研
究
」
第
一
部
第
一
章
「『
類
聚
名
義
抄
』〈
改

編
〉
の
ね
ら
い—

観
智
院
本
言
部
の
漢
文
注
を
手
が
か
り
に—

」
に
お
い
て
、
改
編

本
類
聚
名
義
抄
は
篆
隷
万
象
名
義
を
よ
る
べ
き
文
献
の
中
枢
に
す
え
て
編
纂
さ

れ
た
と
論
じ
る
。
こ
れ
を
論
証
す
る
た
め
に
、
観
智
院
本
言
部
の
語
義
標
示
の

漢
文
注
と
、
図
書
寮
本
・
万
象
名
義
・
原
本
玉
篇
と
対
比
し
て
い
る
。
し
か
し
前

述
し
た
貞
苅
の
論
考
が
あ
る
以
上
、
宋
本
玉
篇
（
大
広
益
会
玉
篇
）
と
の
対
比

が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
。
篆
隷
万
象
名
義
を
中
枢
に
据
え
た
と
す
る
点
が
的
外

れ
と
は
言
え
な
い
が
、
篆
隷
万
象
名
義
の
唯
一
の
古
写
本
で
あ
る
高
山
寺
本
を

見
て
も
分
か
る
よ
う
に
、
改
編
本
編
纂
者
の
利
用
し
た
篆
隷
万
象
名
義
に
も
誤

写
が
あ
る
程
度
存
し
た
で
あ
ろ
う
。
複
数
の
玉
篇
系
の
字
書
（
原
本
玉
篇
・
宋

本
玉
篇
・
篆
隷
万
象
名
義
）
を
参
照
し
な
が
ら
、
改
編
本
を
作
成
し
て
い
っ
た

こ
と
を
考
慮
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
際
、
篆
隷
万
象
名
義
に
ど
の

程
度
重
点
を
置
く
か
の
判
定
は
難
し
い
問
題
。
篆
隷
万
象
名
義
が
中
枢
の
文
献

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
改
編
本
の
編
纂
は
真
言
宗
の
た
め
の
字
書
作
り
で
あ
っ

た
と
の
結
論
は
ユ
ニ
ー
ク
だ
が
、
論
理
が
飛
躍
。
つ
い
て
い
け
な
い
。

望
月
は
、
図
書
寮
本
に
見
え
ず
観
智
院
本
に
見
え
る
項
目
を
「
改
編
新
項
目
」

と
呼
び
、
篆
隷
万
象
名
義
・
原
本
玉
篇
と
対
比
し
て
い
る
。
こ
の
デ
ー
タ
は
興

味
深
い
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
「
改
編
新
項
目
」
の
中
に
、（
ａ
）
和
訓
に
声
点

を
施
し
た
例
が
あ
り
、（
ｂ
）
篆
隷
万
象
名
義
の
訓
注
と
一
致
す
る
例
が
確
か

に
存
す
る
の
で
あ
る
。
声
点
は
「
師
説
」「
証
拠
」
の
あ
る
こ
と
を
標
示
す
る

と
い
う
声
点
の
機
能
か
ら
す
る
と
、（
ａ
）
の
例
は
、
何
か
し
か
る
べ
き
「
師

説
」「
証
拠
」
に
基
づ
く
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。「
改
編
新
項
目
」
の
「
師
説
」

「
証
拠
」
と
し
た
文
献
と
は
何
か
。
そ
れ
は
改
編
本
編
纂
者
が
利
用
し
た
原
本

系
の
類
聚
名
義
抄
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
と
す
れ
ば
、
望
月
の
作
業
仮

説
〈
観
智
院
系
原
本
編
纂
の
作
業
は
、
図
書
寮
本
を
直
接
の
下
敷
き
と
し
て
行

わ
れ
た
〉
は
成
り
立
た
な
い
。
同
様
に
、（
ｂ
）
の
例
は
、
改
編
の
際
に
加
え
ら

れ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
改
編
本
編
纂
者
が
利
用
し
た
原
本
系
の
類
聚
名
義
抄

に
既
に
存
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
確
定
す
る
の
は
難
し
い

が
、
類
聚
名
義
抄
の
出
典
研
究
に
課
せ
ら
れ
た
一
つ
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

（
７
）
山
本
秀
人
の
研
究
（
熟
字
訓
出
典
論
）

•

「
改
編
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
文
選
訓
の
増
補
に
つ
い
て
」（
国
文
学

攷
第
一
〇
五
号
、
一
九
八
五
年
）
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•
「
改
編
本
類
聚
名
義
抄
に
お
け
る
新
撰
字
鏡
を
出
典
と
す
る
和
訓
の
増
補

に
つ
い
て—

熟
字
訓
を
対
象
と
し
て—

」（
国
語
学
第
一
四
四
集
、
一
九
八

六
年
）

山
本
は
改
編
に
際
し
て
増
補
さ
れ
た
類
聚
名
義
抄
の
和
訓
の
典
拠
を
、
相
当

に
多
量
な
文
献
と
の
対
比
に
基
づ
き
明
ら
か
に
し
、
し
か
も
改
編
本
諸
本
の
系

統
に
も
周
到
な
目
配
り
を
す
る
な
ど
、
最
近
の
類
聚
名
義
抄
の
出
典
研
究
と
し

て
出
色
。
両
論
と
も
熟
字
訓
を
手
掛
か
り
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
字
訓
の

場
合
に
出
典
を
特
定
す
る
の
が
極
め
て
困
難
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
考
え
得
る

最
善
の
方
法
で
あ
ろ
う
。
山
本
は
類
聚
名
義
抄
に
つ
い
て
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に

論
を
発
表
し
て
お
り
、
こ
の
外
に
も
有
益
な
論
考
が
多
い
。

以
上
の
外
、
漢
字
音
そ
の
他
に
関
し
て
紹
介
す
べ
き
か
と
も
思
う
が
、
割
愛

す
る
。

　
　四
　結
言

観
智
院
本
は
、
出
典
を
明
示
し
た
字
書
で
は
な
い
。
こ
れ
が
図
書
寮
本
と
の

決
定
的
な
相
違
点
な
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
出
典
の
特
定
を
困
難
と
す
る

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
先
学
の
研
究
に
よ
る
と
、
あ
る
出
典
に
特
有
の

本
文
（
熟
字
・
異
体
字
の
注
記
形
式
）
や
和
訓
、
ま
た
出
現
順
序
の
一
致
な
ど

が
有
効
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

筆
者
は
、
玉
篇
（
原
本
玉
篇
・
篆
隷
万
象
名
義
・
宋
本
玉
篇
）
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
作
成
し
、
こ
れ
に
観
智
院
本
の
所
在
デ
ー
タ
と
そ
の
他
の
付
加
的
デ
ー
タ

を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
観
智
院
本
の
形
成
過
程
を
解
明
し
て
み
た
い
と
い

う
構
想
を
持
っ
て
い
る
。
玉
篇
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
中
間
報
告
を
行
っ

た
が
（「
篆
隷
万
象
名
義
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
」
国
語
学
会
平
成
五
年
度

秋
季
大
会
研
究
発
表
、
一
九
九
三
年
十
月
三
十
日
、
於
北
海
道
大
学
学
術
交
流

会
館
）、
こ
れ
と
本
稿
を
あ
わ
せ
て
、
筆
者
の
観
智
院
本
研
究
の
序
と
し
た
い
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
第
二
三
回
北
海
道
国
語
研
究
会
（
一
九
九
三
年
七
月
三
十

日
、
於
北
海
道
大
学
文
学
部
）
で
の
口
頭
発
表
に
基
づ
く
。

（
初
出
、
人
文
科
学
論
集
第
28
号
、
信
州
大
学
人
文
学
部
、
一
九
九
四
年
三
月
）
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